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　2000年4月1日から施行された介護保険制度は走りながら考えるといわれ、3年ごとに保険者となる各自治体で介護
保険事業計画が策定され、65歳以上の一号被保険者が負担する保険料が決まります。事業者に支払われる介護報酬
も 3年ごとに社会保障審議会介護保険給付分科会で実質審議され、報酬が変化してきました（しんあい 59号、82号
でもとりあげました）。

　第３期（2006年）に居住費、食費の基準費用が利用者負担となり、前年（2005年）10月に前倒して変更しました。2017
年は第６期の最終年度となり、各自治体は第７期の計画検討をすすめています。介護報酬の一割は利用者負担ですが、第
６期から一定所得以上の負担が二割に、さらに第７期からは三割負担の制度導入が検討されています。
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－特別養護老人ホームの　　介護報酬と利用者負担の変化－


